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ミ
ニ
企
画
展
「
旗
本
庄
田
家
と
比
良
」
解
読
文
シ
ー
ト 

 
 
 
 

（
抄
出
） 

凡
例 

（
１
）
旧
字
・
異
体
字
は
新
字
に
改
め
ま
し
た
。 

（
２
）
読
点
を
適
宜
付
し
ま
し
た
。 

（
３
） 

」 

は
原
本
に
お
け
る
改
行
位
置
を
示
し
て
い

ま
す
。 

（
４
）
欠
字
・
平
出
は
原
文
通
り
表
記
し
て
い
ま
す
。 

 

№
２ 

徳
川
家
康
感
状
写 

《
翻
刻
》 

今
度
大
坂
ニ
而
わ
れ
ら
」
旗
之
事
頼
候
処
、」
其
方
存

念
之
通
」
両
年
相
勤
候
様
子
」
神
妙
之
事
と
も
也
、」

猶
わ
れ
ら
心
根
本
多
」
物
か
た
り
可
致
候
、
以
上
、」 

 
 
 
 

い
へ
康 

 

六
月
十
日 

 
 
 
 
 

庄
田
三
大
夫
と
の 

 

《
大
意
》 

今
回
大
坂
で
私
の
旗
の
事
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
あ
な

た
の
思
っ
た
通
り
に
両
年
（
慶
長
１
９
年
〈
１
６
１

４
〉・
慶
長
２
０
年
〈
１
６
１
５
〉）
勤
め
た
の
は
立
派

な
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
私
の
思
い
は
本
多
（
正
純
）

が
申
す
。 

  

№
４ 

徳
川
秀
忠
朱
印
状
写 

《
翻
刻
》 

大
和
国
山
辺
郡
之
内
、」
相
川
・
南
庄
・
片
平
・
菅
生
・
」

中
豊
前
・
遅
瀬
・
堂
前
・
」
助
命
、
以
上
八
ヶ
村
千
石

余
、
」
同
宇
智
郡
住
川
・
扇
村
・
」
西
河
内
・
小
嶋
以

上
四
ヶ
村
」
九
百
九
拾
石
余
、
都
合
」
弐
千
石
事
令
扶

助
了
、」
可
全
知
行
者
也
、」 

元
和
三 

 

五
月
廿
六
日 

御
朱
印 

 
 
 
 
 
 

庄
田
小
左
衛
門
尉
ど
の
へ 

 

《
大
意
》 

大
和
国
山
辺
郡
８
ケ
村
１
０
０
０
石
余
・
宇
部
郡
４

ケ
村
９
９
０
石
余
、
合
計
２
０
０
０
石
を
与
え
る
。 

  

№
５ 

小
野
宗
左
衛
門
尉
覚
書
写 

《
翻
刻
》 

 
 
 
 

覚 

一
、
高
八
百
八
拾
弐
石
九
斗
七
升
九
合 

南
比
良
村 

一
、
高
百
拾
七
石
弐
升
壱
合 

 
 
 

北
比
良
村
之
内 

 
 
 

合
千
石 

右
之
分
庄
田
小
左
衛
門
殿
為
御
加
増
」
酉
年
物
成
ゟ
拝

領
被
成
候
由
、
御
勘
定
」
所
よ
り
御
書
付
参
候
、
去
年

物
成
も
」
無
相
違
相
渡
可
申
候
、
已
上
、」 

 
 

戌
三
月
八
日 

 

小
野
宗
左
衛
門
尉
印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
姓
中 

 

《
大
意
》 

一
、
高
８
８
２
石
９
斗
７
升
９
合 

南
比
良
村 

一
、
高
１
１
７
石
２
升
１
合 

 
 

北
比
良
村
の
内 

 
 
 

合
１
０
０
０
石 

こ
れ
は
庄
田
小
左
衛
門
殿
（
安
照
）
の
御
加
増
と
し

て
、
昨
年
酉
年
（
寛
永
１
０
年
〈
１
６
３
３
〉
）
の
税

か
ら
拝
領
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
御
勘
定
所
よ
り
手

紙
で
知
ら
せ
て
き
た
。
去
年
の
税
を
間
違
い
な
く
渡
す

よ
う
に
。 

  

№
10 

南
比
良
村
高
仕
分
に
付
覚 

《
翻
刻
》 

 
 

庄
田
小
左
衛
門
知
行
所
江
州
志
賀
郡
之
内
南
比

良
」
村
高
仕
分
ケ
幷
帳
面
相
改
候
覚
」 

一
、
高
八
百
石
六
斗
六
升 

南
比
良
村
百
姓
所
持
之
帳

面
之
奥
本
高 

（
中
略
） 

 
 

此
内 

 

百
拾
弐
石
三
斗
四
升
七
合
ハ 

北
比
良
村
百
姓
持

高
之
由
ニ
而
、
此
帳
面
ゟ
書
抜
北
比
良
村
へ
相
渡

候
分
引
、 

（
中
略
） 
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百
五
拾
五
石
四
斗 

永
荒
無
主
之
分
引 

（
中
略
） 

 

残
五
百
三
拾
弐
石
九
斗
壱
升
三
合 

南
比
良
村
高

辻
ニ
詰
候
毛
付
同
村
之
古
帳
ニ
在
之
分 

（
中
略
） 

 
 

外 
 

八
拾
六
石
七
斗
弐
升 
南
比
良
村
百
姓
持
高
之
由

ニ
而
北
比
良
帳
面
之
内
ゟ
書
抜
南
比
良
へ
相
渡

候
分
高
ニ
入 

（
中
略
） 

 

弐
百
六
拾
六
石
七
斗
六
升
三
合
五
夕 

永
荒 

（
中
略
） 

合
八
百
八
拾
六
石
三
斗
九
升
六
合
五
夕 

南
比
良
村

高 

（
中
略
） 

右
南
比
良
村
高
仕
わ
け
此
度
吟
味
仕
候
趣
、」
如
此
御

座
候
、
以
上
、 

 

延
宝
七
年
未
八
月 

 
 

小
野
半
之
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
宗
左
衛
門 

 
 

御
勘
定
様 

  

№
12 

荒
川
村
田
地
引
渡
し
に
付
一
札 

《
翻
刻
》 

 
 
 

取
替
申
一
札
之
事 

一
、
今
度
小
野
宗
左
衛
門
御
代
官
所
江
州
志
賀
郡
荒
川

村
之
」
内
ニ
而
高
弐
拾
五
石
六
斗
弐
升
七
合
庄
田
小
左

衛
門
様
御
拝
領
」
被
成
ニ
付
、
高
分
之
儀
、
荒
川
村
去

ル
巳
年
御
検
地
御
座
候
へ
共
、」
出
高
大
分
無
之
内
ヲ

古
検
高
ニ
而
相
渡
シ
候
様
ニ
と
従
」
御
勘
定
所
就
御
下

知
、
右
之
通
出
高
大
分
有
之
ヲ
除
、
相
残
」
高
之
内
百

姓
中
間
為
致
吟
味
、
田
畑
百
姓
之
善
悪
入
合
」
永
荒
ハ

高
割
ニ
い
た
し
、
年
々
荒
ハ
百
姓
所
持
仕
候
通
書
記
」

古
検
帳
面
を
以
高
弐
拾
五
石
六
斗
弐
升
七
合
宛
ニ
組

合
、
鬮
」
取
帳
為
相
認
互
ニ
立
合
鬮
取
仕
、
鬮
ニ
相
当

候
帳
面
之
」
高
弐
拾
五
石
六
斗
弐
升
七
合
之
分
無
異
儀

相
渡
シ
候
処
、」
仍
而
如
件
、」 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
宗
左
衛
門
内 

 

延
宝
八
庚
申
年
正
月
廿
五
日 

 

渡
邉
庄
右
衛
門 

（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

落
合
平
右
衛
門 

（
印
） 

 
 
 
 

庄
田
小
左
衛
門
様
御
内 

 
 
 
 
 
 

嶋
弥
次
兵
衛
殿 

 

《
大
意
》 

今
回
、
小
野
宗
左
衛
門
の
代
官
所
で
あ
る
志
賀
郡
荒

川
村
内
で
高
２
５
石
６
斗
２
升
７
合
を
庄
田
小
左
衛

門
（
安
利
）
様
が
拝
領
さ
れ
た
。
ど
の
分
を
渡
す
か
だ

が
、
荒
川
村
は
去
る
巳
年
（
延
宝
５
年
〈
１
６
７
７
〉）

に
御
検
地
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
た
に
生
じ
た
高
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
の
で
、
慶
長
７
年
（
１
６
０
２
）
の
検

地
の
高
で
渡
す
よ
う
に
と
の
勘
定
所
の
御
命
令
で
あ

る
。
新
た
に
生
じ
た
高
が
多
い
と
こ
ろ
は
除
き
、
残
り

の
高
の
う
ち
百
姓
間
で
し
っ
か
り
と
調
べ
、
長
い
間
荒

れ
て
い
る
田
畑
は
現
在
の
高
の
比
率
で
庄
田
家
に
渡

す
高
に
も
反
映
さ
せ
た
。
慶
長
７
年
検
地
の
帳
面
で
高

２
５
石
６
斗
２
升
７
合
に
な
る
よ
う
に
組
み
合
わ
せ

た
帳
面
を
複
数
用
意
し
、
鬮
に
あ
た
っ
た
帳
面
を
庄
田

家
領
と
し
て
渡
し
た
こ
と
を
確
か
に
証
明
す
る
。 

  

№
13 

寛
永
一
八
年
南
比
良
村
免
定 

《
翻
刻
》 

 
 

南
比
良
村
巳
之
年
免
相
之
事 

一
、
高
八
百
八
拾
弐
石
九
斗
七
升
九
合 

 
 
 
 

内
弐
百
九
拾
九
石
壱
斗
八
升 

 

永
荒 

 
 

〆
五
百
八
拾
三
石
七
斗
九
升
九
合 

 
 
 
 

此
取 

 
 

米
合
弐
百
六
拾
四
石
八
斗
九
升
四
合
三
夕
三
才 

 
 
 
 
 
 

此
内
弐
拾
六
石
四
斗
九
升 

夫
米 

 
 

右
之
物
成
霜
月
中
ニ
急
度
可
有
皆
済
候
、
」
若
無

沙
汰
候
ハ
ヽ
、
曲
事
ニ
可
申
付
者
也
、」
仍
如
件
、 

 
 
 
 
 

寛
永
拾
八
年 

 
 
 
 
 

（
印
） 

 
 
 
 
 

巳
十
月
八
日 

丸
山
小
兵
衛□

（
花
押
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
比
良
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
や 
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百
性
中 

 

《
大
意
》 

（
前
略
） 

 

右
に
挙
げ
た
税
を
一
一
月
中
に
必
ず
納
め
な
さ
い
。

も
し
納
め
な
け
れ
ば
処
罰
す
る
。 

  

№
14 

荒
川
村
取
付
覚 

《
翻
刻
》 

 
 
 

近
江
国
志
賀
郡
荒
川
村
取
付
覚 

一
、
当
村
有
高
ニ
五
ツ
弐
分
五
厘 

 

当
年
水
込
田
地
有
之
ニ
付
而
、
高
ヲ
引
残
」
有
高
ニ

如
此
申
付
候
、
定
之
月
日
ニ
少
茂
」
未
進
無
之
様
ニ
可

被
申
付
候
、
以
上
、」 

延
宝
九
辛
酉
年 

 
 
 
 
 

九
月
廿
四
日 

小
左
衛
門
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嶋
弥
次
兵
衛
殿 

 《
大
意
》 

一
、
当
村
の
高
に
５
つ
２
分
５
厘 

 

当
年
は
水
が
入
っ
た
田
地
が
あ
る
の
で
、
そ
の
高
を

引
き
、
残
っ
た
高
に
こ
の
よ
う
に
年
貢
率
を
か
け
よ
。

定
め
の
月
日
に
少
し
も
未
進
が
な
い
よ
う
に
申
し
付

け
よ
。 

 

 

№
15 

柴
苅
運
上
証
文 

《
翻
刻
》 

 
 
 
 
 

差
上
申
証
文
之
事 

庄
田
小
左
衛
門
様
御
立
山
近
江
志
加
郡
南
比
良
村
」
天

神
林
・
段
々
山
・
四
つ
川
山
右
三
ケ
所
之
内
、
段
々
山
」

下
苅 

小
左
衛
門
様
被 

仰
付
候
、
依
之 

小
左
衛
門

様
」
御
百
性
同
前
ニ
芝
苅
申
度
と
の
願
を
御
地
頭
」
庄

田
五
郎
左
衛
門
様
を
以
申
上
被
成
、
御
運
上
」
小
左
衛

門
様
御
下
な
み
に
差
上
芝
苅
申
様
ニ
と
」
小
左
衛
門
様

被
仰
付
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
末
々
迄
」
右
山
之
下
苅

被 

仰
付
候
、
度
々 

小
左
衛
門
様
御
」
百
性
同
前
ニ

私
共
へ
も
無
相
違
弥
被
仰
付
候
様
ニ
」
被
成
可
被
下
候
、

御
運
上
之
義 

小
左
衛
門
様
江
急
度
」
指
上
ケ
可
申
候
、

為
後
日
之
仍
如
件
、 

元
禄
七
戌
ノ
年
十
一
月
六
日 

 

近
江
国
志
賀
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
田
五
郎
左
衛
門
様
御
下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
比
良
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋
太
郎
助
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄
加
右
衛
門 

庄
田
小
左
衛
門
様
御
内 

 
 
 
 
 

（
印
） 

 
 
 
 

横
田
清
右
衛
門
殿 

北
比
良
村 

 
 
 
 

木
嶋
権
右
衛
門
殿 

 

庄
屋
孫
七
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄
兵
三
郎
（
印
） 

 

《
大
意
》 

庄
田
小
左
衛
門
様
（
安
利
）
が
狩
猟
・
伐
採
等
を
禁

じ
た
場
所
で
あ
る
近
江
国
志
賀
郡
南
比
良
村
の
天
神

林
・
段
々
山
・
四
つ
川
山
の
３
ケ
所
の
う
ち
、
段
々
山

の
雑
草
・
木
材
の
採
取
を
百
姓
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
小
左
衛
門
様
の
御
百
姓
と
同
じ
よ
う
に
芝
刈

り
を
し
た
い
と
い
う
願
い
を
御
領
主
の
庄
田
五
郎
左

衛
門
様
（
安
議
）
を
通
じ
て
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
税

は
小
左
衛
門
様
の
百
姓
と
同
じ
よ
う
に
差
し
上
げ
る

と
い
う
こ
と
で
芝
刈
り
し
て
も
よ
い
、
と
お
っ
し
ゃ
ら

れ
ま
し
た
の
で
、
あ
り
が
た
き
幸
せ
に
存
じ
ま
す
。
将

来
ま
で
段
々
山
の
雑
草
・
木
材
の
採
取
を
お
っ
し
ゃ
っ

て
く
だ
さ
る
な
ら
ば
、
小
左
衛
門
様
の
百
姓
と
同
じ
よ

う
に
私
共
へ
も
間
違
い
な
く
仰
せ
付
け
ら
れ
ま
す
よ

う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
税
の
こ
と
も
小
左
衛
門

様
へ
必
ず
差
し
上
げ
ま
す
。 

  

№
16 

小
物
成
に
付
覚 

《
翻
刻
》 

 
 
 

指
上
ケ
申
御
小
物
成
之
覚 

一
、
銀
拾
四
匁
弐
分
五
厘 

 

山
役 

一
、
米
六
升 

 
 
 
 
 
 

渋
柿
代 

 
 

是
ハ
先
年
片
桐
市
正
様
御
検
地
よ
り 

一
、
米
六
升 
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一
、
米
壱
斗
壱
升
壱
合
三
夕 

山
役 

是
ハ
戸
田
左
門
正
様
御
検
地
御
奉
行
戸
田
権
兵
衛
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

改
奉
行
西
嶋
又
兵
衛
殿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

吉
田
甚
大
夫
殿 

 
 
 

場
所 

北
横
座 

兵
衛
尾 
鹿
水 

鈴
ケ
嶽 

大
山 

長
尾 

 

丸
尾 

 

金
糞
嶽 

仲
峠 

此
山
九
ヶ
所
南
比
良
村
・
北
比
良
村
弐
ヶ
村
立
会 

右
之
御
年
貢
毎
年
南
比
良
村
ゟ
上
納
仕
候
、 

 
 
 
 
 

已
上 

 

庄
田
下
総
守
殿
御
知
行
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

志
賀
郡
南
比
良
村 

 

元
禄
八
年
寅
六
月
十
一
日 

 

庄
屋
平
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
七
左
衛
門
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄
孫
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
平
兵
衛
（
印
） 

 
 

小
野
半
之
助
様 

  

№
17 

享
保
八
年
小
物
成
割
合
覚 

《
翻
刻
》 

 

享
保
八
卯
年
御
小
物
成
割
合 

一
、
村
高
八
百
五
拾
七
石
三
斗
五
升
弐
合
南
比
良
村
分 

 

内
五
百
七
拾
四
石
三
斗
七
升
三
合 庄

田
小
左
衛
門
様
分 

 

弐
百
八
拾
弐
石
九
斗
七
升
九
合 

庄
田
主
税
様
分 

一
、
銀
拾
四
匁
弐
分
五
り 

 
 

割
木
役 

一
、
米
壱
斗
壱
升
壱
合
三
夕 

 

同
断 

一
、
米
壱
斗
弐
升 

 
 
 
 
 

渋
柿
役 

 

米
〆
弐
斗
三
升
壱
合
三
夕 

此
銀
拾
匁
八
分
七
り 

但
卯
年
江
州
三
分
一
御
直
段 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
ニ
付
四
拾
七
匁
か
へ 

 

銀
合
弐
拾
五
匁
壱
分
弐
り 

 

外 

七
分
五
り 

 

口
銀 

 

外
三
分
八
り
壱
ヶ
月
利
息 

其
内
取
替
銀
ノ
利
息 

 

入
用
合
弐
拾
六
匁
弐
分
五
り 

石
高
百
石
ニ
三
匁

六
分
弐 

 

内
拾
七
匁
六
分 

小
左
衛
門
様
御
知
行
所 

 
 
 

外
壱
分
弐
り
封
代 

 
 

八
匁
六
分
五
り 

主
税
様
御
知
行
所 
 
 
 

外
七
り
封
代 

  

№
18 
御
屋
敷
類
焼
御
用
銀
免
除
願 

《
翻
刻
》 

 
 
 
 

奉
願
上
候
覚 

一
、
今
般
江
戸
御
屋
敷
御
類
焼
被
遊
候
由
奉
驚
、」
乍

恐
御
難
儀
奉
遠
察
候
、
就
夫
御
用
銀
被
」
仰
付
当
村
ゟ

茂
三
貫
目
之
割
合
差
上
ヶ
申
様
ニ
と
」
被
仰
付
候
旨
平

八
申
渡
奉
畏
候
、
此
度
之
御
儀
ニ
御
座
」
候
得
者
、
早

速
差
上
ヶ
申
筈
ニ
御
座
候
得
共
、
当
村
之
儀
」
兼
而
御

存
知
之
通
之
御
百
姓
共
ニ
御
座
候
ニ
付
、
先
達
而
」
御

拝
借
茂
奉
願
候
程
之
仕
合
ニ
而
、
差
当
夫
食
」
等
茂
無

御
座
今
日
を
暮
シ
兼
申
者
共
ニ
御
座
候
得
者
、
」
唯
壱

人
銀
拾
匁
差
出
方
便
之
者
無
御
座
候
間
、」
此
度
之
御

用
銀
之
儀
御
免
被
成
下
候
様
、
奉
頼
」
上
候
、
尤
御
太

切
之
砌
、
箇
様
之
御
頼
申
上
候
儀
、
何
之
」
勘
弁
茂
無

之
儀
と
可
被
思
召
与
奉
存
候
得
共
、
致
方
」
無
御
座
、

不
得
止
奉
願
上
候
、
尤
私
共
罷
登
申
上
度
候
得
共
、」

御
巡
見
様
御
通
行
之
節
故
、
為
名
代
与
左
衛
門
差
上
」

申
候
、
勿
論
比
良
江
者
沙
汰
な
し
ニ
奉
願
候
間
、
何
分
」

被
為
聞
召
分
願
之
通
被 

仰
付
被
下
候
者
、
難
有
」
可

奉
存
候
、
以
上
、 

 
 

延
享
三
年
寅
三
月 

 

荒
川
村
庄
屋
七
左
衛
門

（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄
傳
蔵
（
印
） 

 
 
 

嶋
定
右
衛
門
殿 

 

《
大
意
》 

今
回
、
江
戸
の
御
屋
敷
が
燃
え
た
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、

驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
御
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
お

察
し
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
御
用
銀
を
領
内

に
課
せ
ら
れ
、
当
村
か
ら
も
３
貫
目
を
差
し
上
げ
る
よ

う
に
と
平
八
が
申
し
渡
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
な
の
で
、
早
速
差
し
上
げ
る
は
ず
で
し
た
が
、
当

村
は
か
ね
て
か
ら
ご
存
じ
の
通
り
の
貧
乏
で
す
の
で
、

先
日
は
殿
さ
ま
か
ら
お
金
の
拝
借
を
願
う
ほ
ど
の
状

況
で
す
の
で
、
当
面
の
食
事
す
ら
な
く
今
日
を
も
暮
せ

な
い
ほ
ど
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
た
だ
の
一
人
も
銀
１
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０
匁
す
ら
差
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
今

回
の
御
用
銀
は
免
除
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
大
切
な

時
に
こ
の
よ
う
な
お
頼
み
を
申
し
上
げ
て
も
何
の
勘

弁
も
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
が
、
私
た
ち
も

ど
う
し
よ
う
も
な
い
の
で
、
や
む
を
得
ず
お
願
い
し
て

い
る
次
第
で
す
。
本
当
は
私
た
ち
が
そ
ち
ら
に
参
上
し

て
申
し
上
げ
る
べ
き
な
の
で
す
が
、
御
巡
見
に
幕
府
の

役
人
が
お
通
り
な
さ
れ
る
の
で
、
代
わ
り
に
与
左
衛
門

を
差
し
上
げ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
南
比
良
村
へ
は
こ
の

こ
と
は
お
っ
し
ゃ
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
な
に
と
ぞ
こ

の
旨
を
お
聞
き
分
け
く
だ
さ
っ
て
、
願
い
の
通
り
に
し

て
く
だ
さ
っ
た
な
ら
ば
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。 

  

№
19 

年
貢
減
免
願
書 

《
翻
刻
》 

 
 

乍
恐
奉
願
上
口
上
書 

一
、
当
村
之
儀
近
郷
ニ
無
御
座
御
高
免
ニ
付
、
是
迄
」

段
々
奉
願
上
候
得
共
、
先
々
御
役
人
方
ニ
も
御
用
捨
」

之
筋
も
無
御
座
、
江
戸
迄
茂
御
訴
訟
ニ
罷
下
度
奉
存

候
」
得
共
、
御
水
嵩
と
申
、
元
来
困
窮
之
百
姓
ニ
而
其

儀
も
」
相
叶
不
申
、
無
是
非
潰
な
か
ら
も
時
節
を
相
待

罷
」
在
候
処
、
幸 

殿
様
御
在
京
被
遊
候
儀
、
難
有
」

御
訴
訟
申
上
候
、
当
村
之
儀
ハ
砂
地
之
悪
地
ニ
而
不
」

米
上
、
他
所
と
ハ
格
別
之
悪
地
ニ
御
座
候
、
既
ニ
御
相

給
」
遠
藤
様
ニ
ハ
四
つ
四
分
五
厘
之
御
免
相
ニ
御
座

候
、
」
其
上
壱
万
石
之
内
ニ
弐
ケ
村
之
悪
所
と
被
仰
、

毎
年
」
十
分
壱
之
御
引
方
を
被
下
候
而
さ
へ
御
皆
済
」

難
儀
之
躰
ニ
御
座
候
、
夫
ニ
此
方
様
五
つ
弐
分
之
」
御

免
相
ニ
御
座
候
得
者
、
相
続
可
仕
様
も
無
」
御
座
難
儀

仕
候
、
以 

御
慈
悲
後
相
給
之
」
遠
藤
様
御
免
同
事
ニ

被 

仰
付
被
下
候
様
」
奉
願
上
候
、
此
段
被 

聞
召
分
、

願
之
通
被
」
仰
付
被
下
候
て
難
有
可
奉
存
候
、
以
上
、」 

 
 
 
 
 
 

江
州
志
賀
郡 

 

安
永
四
年 
 
 

荒
川
村 

 
 

辛
十
二
月 

 
 

庄
屋 

庄
田
下
総
守
御
内 

 
 

音
右
衛
門
（
印
） 

 
 

藤
田
紋
十
郎
殿 

年
寄 
 
 

百
々
勘
五
郎
殿 

 

久
兵
衛
（
印
） 

 
《
大
意
》 

当
村
は
近
く
に
は
な
い
ぐ
ら
い
の
高
い
税
率
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
前

の
御
役
人
方
は
お
認
め
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
江
戸
ま
で
御
訴
訟
に
行
き
た
い
の
で
す
が
、
水
害

に
遭
い
や
す
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
困
窮
し
て
い
る
百
姓

で
す
の
で
、
江
戸
に
行
く
こ
と
も
か
な
わ
ず
、
し
か
た

な
く
困
窮
し
な
が
ら
も
時
節
を
待
っ
て
お
り
ま
し
た
。

幸
い
殿
様
（
庄
田
安
久
）
が
御
在
京
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
あ
り
が
た
く
御
訴
訟
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
村
は
砂
地
の
悪
地
で
米
が
で
き
ず
、
よ
そ
と
は
違

い
、
特
に
悪
地
で
ご
ざ
い
ま
す
。
す
で
に
御
相
給
の
三

上
藩
遠
藤
様
は
４
割
４
分
５
厘
（
４
４
．
５
％
）
の
税

率
で
す
。
そ
の
う
え
、「
１
万
石
の
う
ち
に
２
ケ
村
し

か
な
い
悪
所
で
あ
る
」
と
仰
せ
ら
れ
て
、
毎
年
１
０
分

の
１
税
を
減
免
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ

こ
ま
で
し
て
く
だ
さ
っ
て
も
税
を
全
て
納
め
る
の
に

難
儀
し
て
い
る
体
た
ら
く
で
す
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
庄

田
様
は
５
割
２
分
（
５
２
％
）
の
税
率
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
生
活
が
続
か
ず
難
儀
し
て
い
ま
す
。
御
慈
悲
を

お
か
け
く
だ
さ
っ
て
、
御
相
給
の
遠
藤
様
と
同
じ
税
率

に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
通
り
お
聞
き
分
け
く
だ
さ
り
、
願
い
の
と
お
り
に

し
て
く
だ
さ
っ
た
な
ら
ば
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。 

  

№
20 

御
用
銀
に
付
天
神
林
地
面
割
渡
帳
控 

《
翻
刻
》 

右
名
前
之
通
何
れ
茂
出
情
を
以
六
月
限
ニ
」
銀
子
調
達

差
出
可
被
申
候
処
、」 

（
以
下
、
展
示
部
分
） 

御
満
悦
可
被
遊
与
察
候
、
然
ル
上
者
当
戌
年
ゟ
」
来
ル

未
年
迄
十
ケ
年
之
間
、
右
元
銀
壱
貫
目
ニ
付
」
壱
ケ
年

ニ
三
拾
匁
宛
之
利
息
を
加
江
、
幷
天
神
林
之
」
内
南
勝

手
之
分
、
東
者
背
中
宛
山
畑
の
頭
ゟ
」
西
者
櫻
の
小
場

迄
其
所
々
之
当
地
之
善
悪
」
遂
吟
味
候
上
ニ
而
、
右
帳

面
之
通
地
面
相
応
ニ
」
割
渡
候
也
、
右
之
銀
子
元
利
御
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返
済
有
之
」
候
迄
者
、
立
毛
之
分
者
銘
々
勝
手
ニ
支
配
」

可
有
之
候
、
尤
年
季
定
よ
り
前
年
ニ
右
之
」
積
を
以
元

利
御
返
済
有
之
候
ハ
ヽ
、
早
速
如
元
」
地
面
無
相
違
返

上
可
有
之
候
、
為
其
印
形
」
仍
而
如
件
、 

（
後
略
） 

 

《
大
意
》 

 

名
前
の
と
お
り
い
ず
れ
も
が
ん
ば
っ
て
６
月
限
り

に
銀
子
を
調
達
し
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
殿
さ
ま
が
御

満
悦
で
あ
る
と
推
察
し
ま
し
た
。
そ
う
で
あ
る
の
で
、

当
戌
年
か
ら
来
る
未
土
氏
ま
で
１
０
ケ
年
の
間
、
元
銀

１
貫
目
に
つ
き
１
ケ
年
に
３
０
匁
ず
つ
の
利
息
を
加

え
て
、
天
神
林
の
内
南
は
勝
手
の
分
、
東
は
背
中
宛
山

畑
の
頭
よ
り
、
西
は
櫻
の
小
場
ま
で
、
そ
の
所
々
の
土

地
の
善
悪
を
確
か
め
て
、
右
の
帳
面
の
通
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
調
達
し
た
金
額
に
応
じ
て
土
地
を
渡
し
ま
す
。
調

達
し
た
銀
を
元
利
と
も
に
御
返
済
さ
れ
る
ま
で
は
、
収

穫
し
た
も
の
は
各
々
が
勝
手
に
使
っ
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
定
め
ら
れ
た
期
間
よ
り
前
に
元
利
と
も
に
御
返

済
さ
れ
た
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
も
と
の
よ
う
に
土
地
を
間

違
い
な
く
返
上
し
な
さ
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
に

押
印
し
ま
す
。 

  

№
22 

御
金
様
御
婚
姻
御
用
金
請
取
証
文 

《
翻
刻
》 

 
 

差
入
置
一
札
之
事 

一
、
金
弐
百
両
也
、 

右
、
是
者
此
度
」
御
金
様
御
婚
姻
為
御
用
金
御
頼
被 

仰
出
候
処
、
」
早
速
御
請
申
、
上
納
金
差
上
候
段
、
不

浅
御
満
足
ニ
」
思
召
候
、
御
返
済
之
儀
者
来
未
年
暮
ゟ

亥
年
暮
迄
」
五
ヶ
年
ニ
割
合
壱
ヶ
年
金
四
拾
両
宛
無
相

違
」
御
返
済
被
下
候
間
、
此
旨
可
為
承
知
候
、
為
後
日

差
入
置
」
一
札
如
件
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
井
小
弥
太
（
印
） 

 

文
化
七
午
年
四
月 

 

今
谷
長
七
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
田
廣
蔵
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

江
州
滋
賀
郡 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

弐
ヶ
村 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

庄
屋
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
寄
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

惣
百
姓
中 

 

《
大
意
》 

一
、
金
２
０
０
両
也 

こ
れ
は
、
今
回
御
金
様
（
庄
田
安
長
の
娘
）
の
御
婚

姻
の
御
用
金
と
し
て
御
依
頼
が
あ
っ
た
た
め
、
早
速
承

諾
し
、
上
納
金
を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
深
く
御
満
足

な
さ
れ
ま
し
た
。
御
返
済
に
つ
い
て
は
、
来
る
未
の
年

（
文
化
８
年
〈
１
８
１
１
〉）
の
年
末
よ
り
亥
の
年
（
文

化
１
２
年
）
の
年
末
ま
で
５
ヶ
年
で
１
ヶ
年
４
０
両
ず

つ
間
違
い
な
く
御
返
済
さ
れ
る
の
で
承
知
せ
よ
。
後
日

の
た
め
に
こ
の
書
面
を
さ
し
い
れ
る
。 

  

№
26 

十
禅
師
・
天
満
宮
修
理
再
建
に
付
請
書 

《
翻
刻
》 

 
 
 

奉
差
上
御
請
書
之
覚 

一
、
米 

拾
五
俵
也
、
但
四
斗
俵 

右
者
此
度
弐
ヶ
村 

氏
神
」
十
禅
師
・
天
満
宮
御
修
覆

御
再
建
之
義
ニ
付
、」
御
寄
附
被
成
下
難
有
頂
戴
仕
候
、

依
両
比
良
村
」
社
役
中
御
請
書
連
判
件
如
、」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
州
滋
賀
郡
南
比
良
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
役
当
番 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

弥
右
衛
門
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
左
衛
門
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
治
郎
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
右
衛
門
（
印
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
治
郎
（
印
） 

 
 

文
化
元
子
年 

 
 
 
 
 

三
月
八
日 

同
国
同
郡
北
比
良
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
役
当
番 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

源
治
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

彦
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
郎
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

嘉
左
衛
門 
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ミ
ニ
企
画
展
「旗
本
庄
田
家
と
比
良
」 

解
読
文
シ
ー
ト 

会
期
：
令
和
五
年
一
〇
月
一
七
日
（
火
）～
一
一
月
一
九
日
（日
） 

大
津
市
歴
史
博
物
館 

令
和
五
年
一
〇
月
一
七
日
発
行 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

九
郎
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

又
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長
右
衛
門 

 
 

庄
田
五
六
郎
様
御
内 

 
 
 
 
 
 
 

中
村
市
郎
兵
衛
殿 

 
 
 
 

今
谷
長
七
郎
殿 

 
 
 
 

重
枝
又
兵
衛
殿 

 
 
 
 

石
井
小
弥
太
殿 

 

《
大
意
》 

一
、
米
１
５
俵
也
、
但
し
１
俵
あ
た
り
４
斗 

こ
れ
は
、
こ
の
度
２
ヶ
村
（
南
比
良
村
・
北
比
良
村
）

の
氏
神
で
あ
る
十
禅
師
社
と
天
満
宮
の
ご
修
復
と
御

再
建
に
つ
い
て
、
ご
寄
付
な
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
あ
り

が
た
く
頂
戴
い
た
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
両
比
良
村
の
社

役
が
連
判
し
て
領
収
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

№
27 

当
村
産
神
神
宝
幷
ニ
諸
書
物
目
録 

《
翻
刻
》 

（
前
略
） 

一
、
庄
田
氏
ゟ
燈
籠 

 
 
 
 

御
奉
納
ニ
就
御
用
人
ゟ
挨
拶
状 

壱
通 

  

№
28 

神
事
奉
仕
に
付
南
北
比
良
村
取
替
証
文
案 

《
翻
刻
》 

（
前
略
） 

一
、
二
月
廿
五
日
巳
之
刻
庄
田
様
ゟ
御
湯
奉
納
、
此
義
」

南
比
良
村
社
役
当
番
ゟ
北
比
良
村
社
役
当
番
へ
」
相
頼
、

薪
木
代
と
し
て
鳥
目
百
文
受
取
申
候
、
同
日
」
未
之
刻

両
村
中
ゟ
御
湯
奉
納
両
村
社
役
立
会
」
相
勤
候
事
、 

 

但
し
、
御
供
御
酒
之
義
ハ
一
ヶ
村
一
社
宛
調
進
仕

候
」
仕
来
り
ニ
御
座
候
、 

 

《
大
意
》 

２
月
２
５
日
巳
の
刻
（
午
前
１
０
時
頃
）
、
庄
田

様
よ
り
御
湯
が
奉
納
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

南
比
良
村
社
役
当
番
よ
り
北
比
良
村
社
役
当
番
へ

頼
み
、
薪
木
代
と
し
て
銭
１
０
０
文
を
受
け
取
り
ま

す
。
同
日
未
の
刻
（
午
後
２
時
頃
）
南
北
比
良
村
中

よ
り
御
湯
が
奉
納
さ
れ
、
両
村
の
社
役
が
立
会
っ
て

神
事
を
勤
め
る
こ
と
。 

た
だ
し
、
お
供
え
と
お
酒
に
つ
い
て
は
、
１
ヶ
村

に
１
社
ず
つ
進
め
る
し
き
た
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

        

                                   


